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保育者養成課程における新聞活用の授業実践と効果
: 保育内容環境の授業を事例として






























































































































































































































































































































































































































Ⅴ．お わ り に
本稿の目的は，保育者養成課程の授業実践（保育内容
環境）を通じて，新聞活用を行い，記事内容と保育活動
との関連に，どのように気付くことができたか，明らか
にしようとするものであった（図2）。
学習成果として，受講生は，2つの新聞記事を通じ
て，事実の認識（自己の理解），他者の考えとの比較を
通じて，それらの記事の共通点と相違点を浮き彫りにす
ることができた。
学習効果では，「相手を大切にする」という行為を，
2つの異なる記事内容を読み取り，思考・判断する過程
で，保育活動との類似性があることに気付くことができ
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た。加えて，新聞活用（記事内容の比較）が，異なる情
報をつなぐことができる情報媒体として，有益であるこ
とも確認できた。
こうした学習成果や効果の背景として，筆者らの授業
展開の工夫・改善も役立ったものと考えられる。具体的
には，グループ活動をする上で，予め事実の認識（自己
の理解）する時間を確保したこと，また，新聞の読み取
り・思考の状況に応じて，視点の方向付けとなる助言を
したこと，他者の考えを聞くだけではなく，それらを記
録させたことが有効であった。もし，そのような記録が
なければ，学習成果や効果の自己判断をすることは難し
かったであろう。受講生も，記録したことにより，他者
の考えとの共通点や相違点にしっかり気付くことができ
たことを指摘している。
今後の課題は，いろいろな授業内容に効果的な新聞記
事を上手に見つけることができるかという点である。そ
の課題解決として，今回のような複数教員の関わりが効
果的と考えられる。互いの専門分野や興味関心の優劣が
異なれば，目に止まる記事内容も違う可能性があろう。
そのような授業づくりを意図的に仕掛けることで，多様
な情報に触れる機会が増す。今回の成果をふまえ，引き
続き他の教員との効果的かつ継続的な新聞活用の指導法
を検討していきたい。
注
注1）北海道新聞社NIE推進センター委員の話（2015
年度）によれば，北海道内の場合，とくに，20代や
30代の若手教員の新聞購読が少ないと指摘してい
る。
注2）2014年度「保育内容環境」の受講者の場合，NIE
活動後に，新聞を読んでいるか，再確認したとこ
ろ，ほとんどいなかった。読まない理由として，イ
ンターネット・TVニュースの情報で確保できると
いう意見が多かった。
図2 開発授業における学習効果の構造
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注3）今回の授業実践（保育内容環境）は，平成27年5
月11日の2講目の授業を取り上げている。ただ，同
日の1講目・3講目にも同じ内容・展開の授業を実
施した。各授業における受講生は，35名～40名であ
る。受講生には，授業研究資料としての活用許可を
得ている。なお，この授業は，北海道新聞社よりNIE
活動の取材を受け，平成27年6月29日北海道新聞朝
刊記事にその様子が掲載された。
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